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わかりやすいかさまの予算
平成２９年度

文化交流都市 笠間～ 未来への挑戦～



はじめに

　笠間市では，人口減少時代への「新たな挑戦」として，「安全・安心で快適な
質の高い生活ができるまちづくり」，「多様な産業が育ち，成長する活力あるま
ちづくり」，「人が集い，賑わう，多様な魅力あるまちづくり」を基本方針とし
た「笠間市第２次総合計画」を策定しました。その計画において，本市の目指す
将来像とした「文化交流都市　笠間 ～未来への挑戦～」の実現に向けて各種施
策を展開してまいります。

　平成２９年度は「笠間ブランドの確立に向けた人・街・モノづくり」を重点課
題に位置付け，産業の活性化，少子化対策，教育の充実などを中心としながら，
強みを伸ばし，地域の資源を生かした取組をつなぐことをテーマとして各種事業
を実施してまいります。
　「人づくり」については，結婚・子育て・働く・学ぶことへの希望の実現とし
て，結婚から子育てまでの支援強化をはじめ，学力及びスポーツ双方における特
色ある学校教育の展開，実践的な技能等の習得支援，大学等との連携による生涯
学習の推進や地域活動の活性化策などについて，地域経済対策及び拠点整備等と
も連携した包括的な取組を推進します。
　「街づくり」については，市民及び経済活動を活性化する基盤整備と活用の推
進として，まちのイメージ向上につながる整備をはじめ，既存施設や未利用地等
の積極的な活用策の推進，持続性にもつながる都市施設の活用における地域での
協働の仕組みの検討などについて包括的な取組を推進します。
　「モノづくり」については，地域の特性を生かした産業の成長促進として，企
業誘致推進はもとより，挑戦する市内企業及び事業所等の支援強化を図るととも
に，農業，観光といった強みを伸ばすなど，人材育成や拠点整備等とも連携した
包括的な取組を推進します。
　また，職員の働き方改革を実践していくとともに，不断の行財政改革に引き続
き取り組んでまいります。

　笠間市の予算について，市民の皆さまに納めていただいた税金などが，どのよ
うに使われるのかをお知らせするため，「わかりやすいかさまの予算」を作成い
たしましたので，どうぞご覧ください。

　これからも「開かれた市政，情報公開」を理念に，信頼できる行政をめざして
いきますので，今後とも，市政へのご理解とご協力をいただきますようお願い申
し上げます。

平成２９年３月
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Ⅰ．予算の概要

【平成２９年度会計別予算状況】
(単位：千円,％)

会　　計　　名
平成２９年度
予　算　額

平成２８年度
予　算　額

比　較
増減額

比　較
増減率

　平成２９年度笠間市の予算規模（一般会計，特別会計及び企業
会計予算の合計）は過去最大の５６０億７，４６６万６千円であ
り，前年度と比較すると１１億２６２万７千円（２．０％）の増
となっています。
　一般会計の５億円（１．６％）の増と病院事業会計の６億８，
１９０万５千円（４６．６％）の増が主な要因となっています。

一般会計 30,950,000 30,450,000 500,000 1.6

特別会計 20,533,520 20,547,320 ▲ 13,800 ▲ 0.1

国民健康保険特別会計 10,233,000 10,198,000 35,000 0.3

後期高齢者医療特別会計 743,000 710,000 33,000 4.6

介護保険特別会計 6,252,000 6,160,000 92,000 1.5

介護サービス事業特別会計 19,200 27,000 ▲ 7,800 ▲ 28.9

公共下水道事業特別会計 2,488,000 2,753,000 ▲ 265,000 ▲ 9.6

農業集落排水事業特別会計 753,000 654,000 99,000 15.1

岩間駅東土地区画整理事業特別会計 45,320 45,320 0 -

企業会計 4,591,146 3,974,719 616,427 15.5

病院事業会計 2,145,402 1,463,497 681,905 46.6

収益的支出 772,000 722,000 50,000 6.9

資本的支出 1,373,402 741,497 631,905 85.2

水道事業会計 2,416,613 2,482,228 ▲ 65,615 ▲ 2.6

収益的支出 1,837,242 1,834,796 2,446 0.1

資本的支出 579,371 647,432 ▲ 68,061 ▲ 10.5

工業用水道事業会計 29,131 28,994 137 0.5

収益的支出 29,131 28,994 137 0.5

資本的支出 0 0 0 -

合　　　　計 56,074,666 54,972,039 1,102,627 2.0

企業会計 ・・・ 特別会計のうち事業収益により，事業運営を行う会計

　市町村では，お金の管理を『会計』で区分するんだよ。特定の事業をする時は，『特
別会計』を設置して事務を行うんだ。また，特別会計の中でも独立採算性方式で会計を
する場合は，『企業会計』を設置するんだよ。

一般会計 ・・・
税を主な収入として，福祉，土木，教育，衛生などの基
本的な施策を行う会計

特別会計 ・・・
保険料や使用料などの特定収入により，特定の事業を行
う会計

 いな吉メモ①  『 会計区分 』 

笠間特別観光大使 

笠間のいな吉 



Ⅱ．主な重要事務事業

　笠間市では，重点的に取り組む事業を選定し，『重要事務事業』として位置づけ
ています。平成２９年度は当初予算に計上した９８事業を重要事務事業としていま
す。
　ここでは，重点課題である「結婚，子育て，働く，学ぶことへの希望の実現」，
「地域の特性を生かした産業の成長促進」，「市民及び経済活動を活性化する基盤
整備と活用の推進」の３点の重点課題と，その他の重要事務事業について紹介しま
す。

【 【結婚，子育て，働く，学ぶことへの希望の実現】 
 国全体の構造的な課題である人口減少，少子化・高齢化という現状が，将来に対

する不安とならないように，結婚から子育てまでの支援強化をはじめとし，学力及

びスポーツ双方における特色ある学校教育の展開，実践的な技能等の習得支援，大

学等との連携による生涯学習の推進や地域活動の活性化策などについて，地域経済

対策及び拠点整備等とも連携した包括的な取組を推進します。 

 

 

平成３０年４月に開設する「地域医療セ

ンターかさま」内に，子どもが病気の時

に，自宅での保育が困難な場合に利用で

きる，病児保育室を開設するための準備

を行います。 

地域医療センターかさま 

病児保育事業 

２，６７９千円   

 

 

食育・むし歯予防対策の推進のため，市

内の保育所(園)，幼稚園，認定こども園

及び小・中学校への普及啓発を図ります。

さらには，要介護者の効果的な口腔衛生

管理のため，介護福祉施設等の職員向け

に口腔ケア研修会を行います。 

食育・歯科保健推進事業 

２６２千円 

内２２９千円 

 

 

きめ細やかな幼児教育・保育サービスを提供するた 

め，平成２８年４月に開園しました「かさまこども 

園」及び，平成２９年４月開園の「いなだこども園」 

の運営を行います。 

かさまこども園・いなだこども園 

運営管理事業 

１５２，２６９千円   

ひと 

 

 

授乳室やおむつ替えコーナーを設置して

いる市内の施設を，「子育て応援施設」

として認定しＰＲします。また，認定し

た施設にのぼり旗を設置するほか，イベ

ント時に会場で使用するテントやおむつ

交換台を貸し出します。 

赤ちゃん・ほっと！ルーム事業 

１，０８７千円   

 

 

子どものインフルエンザ予防・蔓延防止

や，保護者の経済的負担の軽減を図るた

め，市内の満1歳から中学３年生までを

対象とし，インフルエンザの予防接種を

行う際の助成をします。 

予防接種事業 

（小児インフルエンザ予防接種） 

１５６，８３９千円 

内８，４６０千円 

拡 充 

拡 充 

新 規 

新 規 新 規 

 



 

 

学校教育における諸問題に対応するため

に，関係機関と連携し，教育・福祉等の

専門的な知識及び技術を有するスクール

ソーシャルワーカーの相談体制の充実を

図ります。 

スクールソーシャルワーカー 

配置事業 

 １０，６５６千円   

 

 

創業塾を開設し，創業希望者に対して支

援を行います。また，ものづくり作家の

創業を支援することにより，商工業の活

性化を図ります。 

創業支援事業 

(ものづくり作家への創業助成等) 

 ４，６７２千円   

 

 

特別支援教育の教諭等に対する指導専門

員を配置し，細やかな訪問指導・支援を

行っていきます。 

特別支援教育指導専門員 

配置事業 

 ９２９千円   

 

 

平成２９年４月に開校する 

「みなみ学園義務教育学校」をモデル校

として，タブレット端末やプロジェクタ

等を整備し，特色ある教育を推進します。 

義務教育学校の特色ある教育 

推進事業(みなみ学園のＩＣＴ化) 

 ３７，６４８千円   

 

 

地域の維持・活性化を図るため，各種団

体等が連合体となって行う課題の調査，

解決に向けた協議や活動に対して，包括

的な支援を行います。 

地域課題解決支援モデル事業 

 １，０００千円   

 

 

少子高齢化による人口減少の解消を目指し， 

本市への定住化を図るため，首都圏を中心に 

ＰＲを行うとともに，お試し居住や移住体験 

ツアーを実施します。 

定住化促進事業 

（移住促進ＰＲ及び移住体験） 

 ５，２６１千円   

 

 

笠間市の魅力を広く市内外に発信するため， 

広報紙の発行やホームページ用動画等を作成 

・配信します。また，本市の悠久の歴史・文 

化・未来のビジョンについて紹介する市政要 

覧を作成・発行します。 

広報推進事業 

 １９，４００千円   

 

 

定住化対策の一環として，「地域おこし

協力隊」制度を活用し，首都圏から本市

への移住希望者を受け入れ，隊員による

地域活性化事業を実施します。 

地域おこし協力隊事業 

 １８，５６１千円 

拡 充 

拡 充 

拡 充 

拡 充 

新 規 

新 規 新 規 

新 規 

HOUSE 



【結婚，子育て，働く，学ぶことへの希望の実現】 

  【市民及び経済活動を活性化する基盤整備と活用の推進】 

 まちのイメージ向上につながる整備をはじめ，既存施設や未利用地等の積極的な活

用策の推進，持続性にもつながる都市施設の活用における地域での協働の仕組みの検

討などについて，市民の学びや地域活性化に資する活動の促進といった人材育成施策

及び地域経済対策と連携した包括的な取組を推進します。 

 

 

人的ネットワークの構築により来訪者の拡大， 

二地域居住，移住などにつなげていくことを目 

的に笠間市出身で東京圏に在住の方及び笠間出 

身の専門学校生・大学生を対象とした市政懇談 

会を開催します。 

笠間と東京圏をつなぐ会事業 

 １，６７８千円   

 

 

平成２８年度に策定した「笠間市空家等

対策計画」に基づき，空家等の適正管

理・空家バンク制度を推進します。また，

空家等に対する相談や問題解決に早急に

対応するため，専門スタッフとして空家

コーディネーターを配置します。 

空家政策推進事業 

 ２１，９１７千円   

 

 

笠間城跡周辺について，地形図の作成や笠間 

城本丸跡の地中レーダー探査を行い，今後の 

発掘を効果的に行えるようにします。また， 

調査報告及び講演会を開催します。 

笠間城跡保存整備調査事業 

 １５，４４４千円   

 

 

笠間の歴史に対する市民の理解を深め，郷土愛 

の醸成を図るとともに，新たな笠間の魅力を発 

信する拠点として，旧井筒屋旅館の2階に歴史 

展示コーナーを整備します。 

歴史展示コーナー整備事業 

 ２４，３４４千円   

 

 

市内の生活道路で幅員が狭い道路の拡幅

整備を行います。 

【（友）３２０６号線，（岩）西２７７

号線】 

 

狭あい道路整備促進事業 

８８，５３３千円 

まち 

拡 充 

拡 充 

拡 充 拡 充 

拡 充 



 

 

筑波海軍航空隊司令部庁舎は，国内でも数少ない 

戦争遺産であり，これまでに集まった貴重な資料 

の整理・分析を行うとともに，IT技術を活用して， 

映像パンフレットやVR映像を作成し，更なる情 

報発信を行っていきます。 

筑波海軍航空隊記念館整備事業 

（地方創生推進交付金） 

 １５，４５０千円   

 

 

市民活動の交流拠点として，平成29年1月にオープ 

ンした「地域交流センターともべ（Tomoa）」を指 

定管理により運営します。 

地域交流センターともべ(Tomoa) 

運営事業 

 ４３，１９９千円   

 

 

平成29年度にオープン予定の 

「地域交流センターいわま」の建設工事及び 

運営を行います。 

平成２８年度からの継続工事となります。 

地域交流センターいわま 

建設・運営事業 

 ３５７，３３２千円   

 

 

魅力にあふれた笠間暮らしを創出する生

涯活躍のまちの構築を目指し，市民と産

学官連携による事業計画の策定など，事

業化に向けた取組を推進します。 

笠間版ＣＣＲＣ(生涯活躍のまち) 

推進事業 

 １０，４６０千円   

 

 

平成28年度に策定した「笠間市公共施

設等総合管理計画」の次のステップとな

る中期資産管理計画策定のため，必要な

情報の収集・整理等に取り組みます。 

公共建築物の中期資産管理 

計画策定事業 

 ６１千円   

 

 

茨城県央地域定住自立圏形成協定に基づ

き，人口減少社会における生活基盤の確

保のため，医療・福祉・公共交通等の連

携事業を実施します。 

定住自立圏構想推進事業 

（県央地域９市町村による連携） 

 ５，７９７千円   

【市民及び経済活動を活性化する基盤整備と活用の推進】 

 

 

平成３０年４月に開設する「地域医療セ

ンターかさま」の建設工事を行います。 

平成２８年度からの継続工事となります。 

地域医療センターかさま 

整備事業 

1 366 777千円 

拡 充 拡 充 

新 規 

新 規 新 規 

拡 充 

拡 充 



【地域の特性を生かした産業の成長促進】 

  【地域の特性を生かした産業の成長促進】 

 企業誘致の推進をはじめとし，挑戦する市内企業及び事業所等の支援強化を図る

とともに，農業，観光といった強みを伸ばす取組の推進などについて，人材育成や

拠点整備等とも連携した包括的な取組を推進します。 

 

 

畜産試験場跡地の一部（市有地・国有地

部分）を活用し，市民の憩いの場となる

多目的広場の整備に向けた計画の策定等

を推進します。 

畜産試験場跡地利活用促進事業 

 ７，９４９千円   

 

 

地域間競争に勝ち抜く活力ある産業の実

現，雇用の安定，市民生活の向上等を図

るために，職業訓練法人等が行う職業訓

練に対し支援し，人材育成の取組を推進

します。 

笠間地区建設高等職業訓練校 

支援事業 

 ２，５５８千円   

 

 

茨城県の伝統的工芸品産業（笠間焼・結

城紬・真壁石灯籠）の振興を図るため，

県・笠間市・結城市・桜川市が連携し，

戦略的な市場開拓や新商品開発等の活動

を展開します。 

いばらき伝統的工芸品産業 

推進事業（地方創生推進交付金） 

 ５，０００千円   

 

 

国の伝統的工芸品の認定を受けている笠

間焼の担い手の育成や振興を図るため，

住居の家賃や窯元等における研修費用等

に対しての支援や，稲田みかげ石の振興

の支援をします。 

地場産業支援事業 

（笠間焼・稲田みかげ石） 

 １４，１０２千円   

 

 

遊休農地を借り，植栽・改植・剪定等を

し，市の代表的な地場産品である「栗」

の生産拡大を図ります。 

笠間の栗生産拡大事業 

（地方創生応援税制） 

 ４，０５１千円   

 

 

日本有数の生産量がある「栗」という地域資源 

を生かし，「笠間にしかない・笠間らしい・体 

感できる」栗によるブランド化に向け，品質・ 

商品・体制の3点の確立を図ります。 

日本一の栗の産地づくり 

推進事業（地方創生推進交付金） 

 １９，７３５千円   

 

 

2020年東京オリンピック・パラリン

ピック競技大会の開催を契機として，大

会参加国・地域との人的・経済的・文化

的な相互交流を図り，地域の活性化を推

進します。 

東京オリンピック･パラリン 

ピックホストタウン推進事業 

 １，３７１千円   

もの 

拡 充 

拡 充 拡 充 

新 規 新 規 

新 規 

新 規 



【重点課題以外の重要事務事業】 

 

 

旧耐震基準の建築物の耐震化率を向上さ

せるため，木造住宅耐震診断士の派遣を

行います。また，耐震改修促進計画の策

定を行います。 

木造住宅耐震化推進事業 

 ５，５０８千円   

 

 

阪神大震災や新潟中越地震で崩落があっ

た大規模盛土について，市内においても

変動予測を行い，「大規模造成盛土マッ

プ」を作成し市民への周知を図ります。 

宅地耐震化推進事業 

５，７２４千円   

 

 

橋梁定期点検において，早期措置段階判

定となった，市内の３橋梁について修繕

設計・工事を実施します。 

【南小泉地内１橋，上郷地内２橋】 

橋梁長寿命化修繕事業 

 １５，４５０千円   

 

 

岩間駅から愛宕山への誘導看板を設置し，

愛宕山への観光人口の増加を図り，賑わ

いを創出します。 

愛宕山誘導看板整備事業 

 ３，０９０千円   

 

 

近年増え続ける鳥獣被害に対して，電気

柵や防護柵等の設置費用を助成します。

また，一般市民の方を対象としたわな猟

の免許取得の助成も実施します。 

鳥獣被害防止地域支援事業 

 １，９６４千円   

 

 

笠間藩の藩校であった時習館が，200周年を 

迎えることを記念して，時習館に関係する資 

料を収集・整理し，多くの方に当時の藩校の 

在り方や教え方，またその功績を正しく後世 

に伝えていくことを目的とし，笠間公民館を 

会場に特別展を開催します。 

時習館２００周年記念事業 

 １，８１４千円   

 

 

消防体制の充実及び強化のために，水槽

付ポンプ自動車・ポンプ自動車の更新を

行います。また，県央地区の消防広域化

を図ります。 

消防体制充実強化事業 

 １５７，７１７千円   

拡 充 

新 規 

新 規 新 規 

新 規 

新 規 

新 規 



【重点課題以外の重要事務事業】 

 

 

刻々と変化する社会経済情勢に対応した 

サービスを市民に提供するため，職員の 

能力向上を目的に働き方改革に取り組み 

ます。職員のワーク・ライフ・バランス 

を推進し，職務意欲や公務能率等の向上 

を図ります。 

働き方改革推進事業 

 ５９７千円   

 

 

行政事務及び議会運営効率化のためタブ

レット端末を導入します。庁内会議等に

も活用の幅を拡大し，タブレット端末を

活用した紙資料の削減，さらには業務の

省力化と効率化を図ります。 

ＩＣＴ化推進事業 

 １２，０５２千円   

 

 

未利用地となっている市有地について，

各種調査を実施し売却への取組を進めま

す。 

遊休市有地売却促進事業 

 ４，４４２千円   

 

 

建築後，約２１年を経過しており，内外装の劣 

化・空調機器の老朽化・ランニングコストの増 

加などを解消するため，大規模改修工事を実施 

します。 

市民センターいわま 

大規模改修事業 

 ２２１，２００千円   

 

 

建築後，約３４年が経過する笠間公民館

の大規模改修工事を実施します。 

平成２８年度からの継続工事となります。 

笠間公民館リニューアル事業 

 ４９５，５９８千円   

 

 

平成３１年茨城国体の開催に向け，軟式野球の 

会場となっている「笠間市民球場」の電光掲示 

板設置等の改修工事を行います。 

市民球場整備事業 

 ２０４，１４０千円   

拡 充 

拡 充 

新 規 新 規 

新 規 

拡 充 



　地方公共団体の予算は，「会計年度の独立の原則」があるから，
その年度の事業は，その年度の収入で実施することが基本なんだ。
　ただし例外として，市議会で『繰越し』が認められれば，翌年
度に繰り越して使うことができるんだよ。国の補正予算に伴う事
業は，平成２８年度の予算だけど，市議会で『繰越し』が議決さ
れてるから，平成２９年度に実施できるんだ。

 いな吉メモ②  『 事業の繰越し 』 

 

 

市内全小学校の普通教室にエアコンを設置し， 

教育環境の向上を図ります。 

小学校校舎空調整備事業 

４６５，０００千円 

 

 

農林水産業の競争力強化に向けて，補助決定を 

受けた市内3施設に対し，国からの交付金を交 

付し，総合的な収益強化を図ります。 

畜産業推進事業 

６２１，５１０千円 

 

 

平和教育の場ともなる筑波海軍航空隊記念館 

を，団体ツアー客や教育研修旅行等の受け入 

れ施設としてその機能強化を図ることで，ま 

ちづくり拠点施設としてリニューアルを図り 

ます。 

筑波海軍航空隊記念館整備事業 

 １３１，００６千円 

【国の補正予算に伴う主な繰越事業】 

【国の補正予算に伴う主な繰越事業】 



（単位：千円）

施策 事　業　名 重点課題 事業費

畜産試験場跡地利活用促進事業（国有地・市有地の活用促進） もの 7,949 拡充

笠間稲荷周辺まちづくり事業（旧井筒屋本館周辺整備・門前通りまちづくり） もの 38,238

木造住宅耐震化推進事業（建築物耐震改修促進計画の策定等） 5,508 新規

宅地耐震化推進事業（大規模盛土造成地変動予測調査の実施） 5,724 新規

公共交通 デマンドタクシーかさま運行事業（月～土曜日運行） まち 69,276

空家・空地対策 空家政策推進事業（空家等対策計画に基づく事業推進・空家コーディネーターの配置） まち 21,917 拡充

幹線道路整備事業 拡充
（来栖本戸線・南友部平町線・笠間小原線・市道（笠）2111号線・

　市道（笠）3592号線・市道（友）１級１１号線・市道（友）２級５号線）

狭あい道路整備促進事業（市道（友）３２０６号線・市道（岩）西２７７号線） まち 88,533 拡充

道路維持事業（補修工事等） 144,461

橋梁長寿命化修繕事業（定期点検・修繕計画の見直し） 15,450 新規

公園・緑地 北山公園管理事業（バーベキュー場・オートキャンプ場） もの 19,006 拡充

水道事業料金徴収等の包括的業務委託 82,668 拡充

水道施設等整備事業（石綿管更新・鉛製給水管解消） 153,531

下水道施設長寿命化計画推進事業 305,110

下水道事業における地方公営企業法適用準備事業 42,830 拡充

公共下水道・農業集落排水・合併浄化槽整備事業 まち 795,773

消防体制充実強化事業（常備消防車両更新・非常備消防運営・県央地区消防広域化推進） 157,717 拡充

救急高度化推進事業（新たな救急資材の整備・医療機関等での教育研修） 1,246

防犯活動の推進 2,322

防犯施設整備事業（駅前等防犯カメラ管理・防犯灯整備） 6,400

交通安全 交通安全活動推進事業 1,003

環境保全・公害防止 環境基本計画推進事業 957

廃棄物対策 一般廃棄物処理基本計画策定事業 4,422

かさまこども園・いなだこども園運営管理事業 ひと 152,269 拡充

赤ちゃん・ほっと！ルーム事業（乳幼児と保護者のための施設表示等による外出支援） ひと 1,087 新規

地域医療センターかさま病児保育事業（開設準備） ひと 2,679 新規

かさまこども園内での病後児保育事業 ひと 2,955 拡充

地域子育て支援拠点事業（「みつばち」「くりのこ」「かんがるー」の運営） ひと 8,700

児童クラブ整備事業（友部二小児童クラブの建設） 34,588

予防接種事業（小児インフルエンザ予防接種助成の創設等） ひと 156,839 拡充
子育て世代包括支援センター事業（産前産後サポート・産後ケア・要支援者支援） ひと 3,747

各種検診推進事業（生活習慣病予防検診・がん検診等） ひと 67,857

がん検診推進事業（受診勧奨） ひと 174

食育・歯科保健推進事業（食育推進・介護福祉施設職員等の口腔ケア研修会） ひと 262 新規

地域医療センターかさま整備事業 まち 1,366,777 拡充

市立病院の在宅医療拡充事業（筑波大学病院指導医増員・ケアプランセンターかさま開設） ひと 18,010 拡充

特定健康診査等事業（メタボ検診・保健指導の受診促進） ひと 53,830

国保健康づくり推進事業（人間ドック・脳ドック） ひと 18,250

医療福祉費支給・自己負担金助成事業（県補助対象者・中学生外来分・自己負担金助成） ひと 541,326

後期高齢者健診事業（高齢者健診・人間ドック・脳ドック） ひと 16,095

地域福祉 低所得者福祉事業（生活困窮者自立支援・生活保護適正運用） ひと 25,414

障害者福祉 障害者地域生活支援事業（日常生活用具給付・移動支援・親子通園） ひと 67,560

在宅医療・介護連携推進事業（多職種連携による地域包括ケアネットワーク会議） ひと 1,934

認知症地域支援推進事業（認知症地域支援推進員を中心とした相談体制の整備） ひと 994

第
1
章

都
市
基
盤

防犯第
2
章

上水道

生活排水

消防・救急

政策

778,822

第
3
章

拠点・市街
地整備

道路・河川

健
康
・
福
祉

社会保障

子ども・
子育て支援

生
活
環
境

保健・医療

高齢者福祉

平成29年度 重点課題 

笠間ブランドの確立に向けた 

人・街・モノ（産業）づくり 

～ 強みを伸ばし，つなぐ ～ 

まち 

ひと 

もの 

 笠間市第２次総合計画  
［将来像］ 
 文化交流都市 笠間 ～未来への挑戦～ 

 地域の特性を生かした産業の成長促進 

市民及び経済活動を活性化する基盤整備と活用の推進 

結婚，子育て，働く，学ぶことへの希望の実現 

 平成29年度 重要事務事業 
 笠間市創生総合戦略 

 ○人口減少の抑制と「笠間らしさ」の確立 
 ○「ひと・まち・もの」による都市モデルの確立 



（単位：千円）

施策 事　業　名 重点課題 事業費

企業誘致 企業誘致推進事業（新規企業立地促進支援・既存企業拡張支援） もの 506,607

雇用対策事業（就職面接会の実施・インターンシップ受入れ等） もの 97

笠間地区建設高等職業訓練校支援事業（技術者育成） もの 2,558 拡充

創業支援事業（ものづくり作家への創業助成等） ひと 4,672 新規

愛宕山誘導看板整備事業 3,090 新規

筑波山地域ジオパーク推進事業 もの 2,347

第１１０回菊まつり事業 もの 10,208

いばらき伝統的工芸品産業推進事業（地方創生推進交付金） もの 5,000 新規

地場産業支援事業（笠間陶芸大学校学生等後継者育成支援・稲田みかげ石振興） もの 14,102 拡充

担い手対策強化促進事業 もの 5,958

鳥獣被害防止地域支援事業 1,964 新規

笠間の栗生産拡大事業（地方創生応援税制） もの 4,051 新規

日本一の栗の産地づくり推進事業（地方創生推進交付金） もの 19,735 新規

経営体育成基盤整備事業（農地の基盤整備） 6,186

中小企業活動促進支援・金融支援事業 もの 89,680

買い物弱者支援事業 もの 895

英語教育強化推進事業【笠間市学力向上推進プロジェクト】 ひと 45,612

学力向上支援事業

（非常勤講師の配置・ティームティーチング授業）【笠間市学力向上推進プロジェクト】

スクールソーシャルワーカー配置事業 ひと 10,656 拡充

コミュニティ・スクール推進事業（学校と地域が連携・協働した学校づくり） ひと 330

寺子屋事業（土曜日学習教室・夏季特別講座）【笠間市学力向上推進プロジェクト】 ひと 6,689

特別支援教育指導専門員配置事業 ひと 929 新規

友部第二中学校校舎整備事業 11,816

義務教育学校の特色ある教育推進事業（みなみ学園のＩＣＴ化） ひと 37,648 新規

生涯学習 笠間公民館リニューアル事業 495,598 拡充

笠間城跡保存整備調査事業 まち 15,444 拡充

歴史展示コーナー整備事業（旧井筒屋旅館２階に整備） まち 24,344 拡充

筑波海軍航空隊記念館整備事業（地方創生推進交付金） まち 15,450 新規

時習館２００周年記念事業（小野友五郎生誕２００年） 1,814 新規

茨城国体推進事業 4,411 拡充

東京オリンピック・パラリンピックホストタウン推進事業 もの 1,371 新規

市民球場整備事業（電光掲示板設置） 204,140 拡充

地域交流センターともべ「Tomoa」運営事業 まち 43,199 拡充

市民協働 地域交流センターいわま建設・運営事業 まち 357,332 拡充

・ 地域コミュニティ創生モデル事業（行政区等活動費助成） ひと 2,200

地域コミュニティ 地域課題解決支援モデル事業 ひと 1,000 新規

堂ノ池周辺整備事業（屋内集会所・散策路等の整備） 508,400 拡充
女性活躍推進 女性の活躍応援事業（キャリアアップや多様な働き方支援） ひと 728 拡充

笠間版ＣＣＲC（生涯活躍のまち）推進事業 まち 10,460 拡充

定住化促進事業（移住促進ＰＲ及び移住体験） ひと 5,261 拡充

地域おこし協力隊事業 ひと 18,561 拡充

産学官連携事業（市創生総合戦略・移住・交流・女性活躍・地域デザイン形成等） ひと 8,570 拡充

出会い創出支援事業（地域少子化対策） ひと 1,622

特定不妊治療費補助事業 ひと 6,650

広報推進事業（広報かさま・ホームページ・メディアへのＰＲ） ひと 19,400 拡充

笠間と東京圏をつなぐ会事業 ひと 1,678 拡充

働き方改革推進事業（市職員の意識の醸成） 597 新規

ＩＣＴ化推進事業（行政事務・議会運営効率化のためのタブレット端末の導入） 12,052 新規

行政改革推進事業 446 拡充

財政運営 収納対策事務（催告・財産調査・滞納処分・不動産公売） 23,411

公共建築物の中期資産管理計画策定事業 まち 61 新規

遊休市有地売却促進事業 4,442 新規

市民センターいわま大規模改修事業 221,200 拡充

広域行政 定住自立圏構想推進事業（県央地域９市町村による連携） まち 5,797 新規
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Ⅳ．各会計の予算額 ～ 平成２９年度予算について ～

《 歳入予算内訳 （千円） 》

　特別会計や企業会計に属さない財政を包括的，一般的に経理する会計です。
　市民税等を財源として，福祉，土木，教育，衛生など多岐にわたる事業を行いま
す。

平成２９年度予算は３０９億５，０００万円
前年度比５億円増で過去最高額

○歳入予算

一般会計

市 債

国で一括徴収した税
金を市町村に分配す
るものです。

国からの補助金・負
担金などです。特定
の事業に使います。

事業を進めるために
国や金融機関から借
り入れるお金です。

市 税
市民税・固定資産税
などの税金です。

地方交付税

主に基金の取り崩し
金です。目的に沿い
使います。

県からの補助金・負
担金などです。特定
の事業に使います。

各種使用料や前年度
からの繰越金などで
す。

国庫支出金

繰 入 金

県 支 出 金

そ の 他

　歳入とは，いわゆる『収入』のことです。１年間に見込まれる収入が計上されていま
す。笠間市においては，「市税」が約９０億円で最も多い割合を占めています。地方交付
税は５８億円，国・県支出金は約６６億円で見込んでいます。

　予算は，１年間（４月から翌年の３月まで）の収入と支出の計画を作ることなんだ。ど
れくらいの収入が入ってきて，どのくらいの行政サービスができるかを計算した計画書み
たいなものだよ。
　やりたいことを，どんどんやっていって，『気が付いたらお金が無い』なんてことにな
らないように，必要なものなんだ。
　だから，歳出の予算額以上のお金は使えないようになってるんだよ。

  
9,039,779 

 29.2% 

 
5,800,000 

18.7% 

 
4,459,659 

14.4% 

 
3,446,800 

11.1% 

 
2,339,476 

 7.6% 

 
2,188,722 

7.1% 

 
3,675,564 

11.9% 

 いな吉メモ③  『 予算って，そもそも何？？ 』 



　予算は，市長が案を作って市議会に提出するんだ。そこで色々な審議・議論がされて，決
定されるんだよ。

議員報酬や議会の運営に関する事業費です。議 会 費

農林水産業費

民 生 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

○歳出予算

学校・図書館などの運営費，スポーツ大会などの開催事業費です。

各種健診・予防接種，ごみ収集などの事業費です。

火災や台風などの防災活動事業費です。

商 工 費

社会福祉，児童福祉，高齢福祉などの事業費です。

庁舎の維持管理，広報紙発行，選挙などの事業費です。

借入金を返済する事業費です。

道路・公園などの整備・管理などの事業費です。

農業や林業の振興のための事業費です。

商工業の振興や観光事業を推進するための事業費です。

病院・水道事業への支出金，不測の事態に備えた予備費等です。そ の 他

　歳出とは，いわゆる『支出』のことです。１年間に見込まれる支出が計上されていま
す。予算書には，それらがどのような目的に使われるかという『目的別』に区分され，
記載されています。これにより，どのような目的にどのくらい事業費がかかる見込みな
のかがわかります。
　今年度も「民生費」が最も多い割合を占めています。

《 歳出予算内訳【目的別】 （千円） 》

 
10,675,869 

34.5% 

 
3,768,792 

12.2% 
 

3,319,712 
10.7% 

 
3,230,820 

10.4% 

 
3,184,723 

10.3% 

 
3,033,005 

9.8% 

 
1,421,836 

4.6% 

 
1,092,679 

3.5% 

 
515,050 

1.7% 

 
272,641 

0.9% 

 
434,873 

1.4% 

 いな吉メモ④  『 予算って，誰が決めているの？？ 』 

目的別 

どんな行政サービスに，ど

のくらい事業費を見込んで

いるのかがわかるよ。 

笠間市は福祉のための事業

費（民生費）が１番多いん

だ。 

国の臨時福祉給付金事業も

実施するよ。 



　当初予算で見込んでいない事があった時，例えば災害が起こって予定外の経費がかかる
場合は，それに対応した予算に変更するんだ。これを『補正予算』というんだよ。
　これも当初予算と同じように，市長が案を作って，市議会で決まるんだ。
　前のページで話に出た，国の補正予算にかかる経費も，この補正予算で変更したんだ
よ。

そ の 他 出資金や貸付金，予備費などです。

補 助 費 等 他の会計や，個人・団体へ支払う補助金や負担金などです。

積 立 金 基金などに積み立てるお金です。

維 持 補 修 費 施設等の維持管理に必要な補修費です。

普通建設事業費 建設工事にかかる費用です。

繰 出 金 他の会計に支出するお金のうち補助費等以外のものです。

公 債 費 借入金の返済にかかる費用です。

《 歳出予算内訳【性質別】 （千円） 》

扶 助 費 児童・高齢者・障害者・生活困窮者などへの支援のための費用です。

人 件 費 議員や特別職員，一般職員の給料などや各委員等の報酬です。

物 件 費 委託や備品の購入，消耗品にかかる費用などです。

　ここでは，歳出予算を性質にしたがって区分しています。生活支援や道路整備などの
事業を実施するために，どのような性質の費用がかかる見込みなのかがわかります。
　今年度は，「扶助費」が最も多い割合を占めています。

 
 6,249,900 

 20.2% 

 
 5,371,317 

 17.4% 

 
4,654,605 

15.0% 

4,403,375 
14.2% 

 
3,723,473 

12.0% 
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10.3% 

 
2,783,742 

9.0% 

 
171,859 

0.6% 
110,221 

0.4% 

 
296,785 

0.9% 

どんな費用を，いくら見

込んでいるのかがわかる

よ。 

笠間市は福祉などの支援

のための経費（扶助費）

が１番多いんだ。 

今年度は，障害者自立支

援給付費や民間認定こど

も園への負担金が増えて

いるよ。 

 いな吉メモ⑤  『 一度決めた予算は変えないの？？ 』 

性質別 



56 万円

60 万円

万円

国庫支出金，県支出金

親 か ら の 援 助

73

義
務
的
経
費

自 宅 の 増 改 築 や
家 財 道 具 購 入 な ど

授 業 料 ，
自 治 会 費 な ど

107

諸 手 当 ・ ボ ー ナ ス

パ ー ト 収 入

給 料 （ 基 本 給 ） 食 費

家 族 の 医 療 費 や
保 険 料 な ど

市税

146

扶助費

51 万円

公債費

ロ ー ン の 返 済

　市の予算は『億』単位と大きいため，実感がわきづら
いかと思います。そこで，少しでもわかりやすくするた
めに，市の予算（一般会計分）を『年収500万円の家
庭』にたとえてみました。
　市の予算と家計とでは，単純に比較できない面もあり
ますが，１つの目安としてご覧ください。

510 万円

　　　

電 気 料 ， ガ ス 料 ，
水道料，電話料など

繰出金

500 万円

合 計

合 計

子 ど も へ の 仕 送 り

普通建設事業費費，維持補修費

45 万円

補助費等

8 万円

積立金など

500 預 貯 金 の 積 み 立 て

75 万円

物件費

万円

市債

38 万円

繰入金

銀 行 か ら の 借 入 れ

定期預金の取り崩し

万円

支出

126 万円

譲与税，交付金．交付税

27 万円

使用料，負担金など

収入

87 万円

人件費

101 万円

市債残高

262 万円預 貯 金

基金残高

万円

その他

借 金

笠間市の義務的

経費は全体の約

４８％を占めて

るんだね。 

市の予算を 

家計簿に 

たとえると 



【保険給付費の推移】

国民健康保険特別会計

　今年度は，保険給付を行っている後期高齢者医療広域連合への納付金を微増で見込んで
います。
　また前年同様に，人間ドック・脳ドックの検診費に対する助成を実施します。

後期高齢者医療特別会計

○主な事業

平成２９年度予算は１０２億３，３００万円
前年度比３，５００万円増

平成２９年度予算は７億４，３００万円
前年度比３，３００万円増

（単位：億円）

　病気やけがをした時に安心して治療を受けられるよ
うに，加入者がお互いに助け合う『国民健康保険』制
度を運営するための会計です。
　職場の健康保険に加入していない方などが世帯ごと
に加入します。

　今年度は，被保険者数の減
により保険給付費等は減と
なっていますが，地域医療セ
ンターかさまの建設に係る国
の補助金が約１億円増えてい
るので予算額は増となってい
ます。

　後期高齢者（７５歳以上）が安心して治療を受けら
れるように，後期高齢者と若年者とで支える『後期高
齢者医療』制度を運営するための会計です。

 

 

国保加入者の生活習慣病を予防するため

に，健康診査，健康指導を行います。ま

た，健康の保持増進を図る脳ドック・人

間ドック検診費用の助成を行います。 

国民健康保険健診事業 

７２，０８０千円  

被保険者は約２２，６００人

を見込んでいて，そのうち約

４割が前期高齢者（６５歳～

７４歳）になってるよ。 

市の保険給付費は１人当たり

約２５万円だよ。 

55 

56 

57 

58 

59 

H25 H26 H27 H28 H29 



平成２9年度予算は６2億５，２００万円
前年度比９，２００万円増

　今年度は，平成29年4月から要支援の方及び介護予防・生
活支援サービス事業対象者が利用できる総合事業が開始する
ため増額になっています。また，28年度に構築した「認知症
初期集中支援チーム」において，医療介護の連携と市内に居
住する認知症の方及びその家族に対する支援体制の強化を図
ります。

　今年度は，計画書作成件数を3,780件で見込んでいます。

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

　介護予防サービス計画書（ケアプラン）を作成し，
介護予防対策の強化を図るための会計です。
　計画作成費を主な収入として運営しています。

平成２９年度予算は１，９２０万円
前年度比７８０万円減

（単位：億円）【保険給付費の推移】

○主な事業（保険給付費以外）

　介護が必要な方を社会全体で支えあう「介護保険」
制度を運営するための会計です。
　現在，４０歳以上の方が加入者となり，要介護者や
要支援者等を支えています。

 

 

認知症が疑われる人や認知症の人及びその

家族を訪問して初期の段階で集中的に支援

を行い，自立生活のサポートを行う「認知

症初期集中支援チーム」の活動をします。 

認知症地域支援推進事業 

９９４千円  

介護保険のサービス

を利用するには、ま

ず要介護（要支援）

認定の申請が必要な

んだ。 

今年度の見込みは約

４，０００人で，去

年より約３００人増

えてるよ。 

１人当たりの給付費

は約１４５万円なん

だ。 
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要支援の方及び介護予防・生活支援サービ

ス事業対象者が利用できる総合事業のサー

ビスを実施します。（ふれあいサポート事

業，いきいき通所事業，ふれあいサロン事

業，元気すこやか教室事業） 

訪問・通所サービス事業 

８７，７３０千円  



　今年度は，管路整備費が約７，９００万円増額したこと等により全体予算は増額となっ
ています。また，小原地区を中心とする友部北部地区においてⅡ期地区の管路施設工事を
行います。

公共下水道事業特別会計

　台所やトイレなどから流した生活排水をきれい
にする公共下水道事業を運営するための会計で
す。
　下水道使用料などを財源に，施設の運営管理や
下水道の整備，老朽化した施設の修繕や機器等の
更新を行います。
　市街地を中心とした区域の下水道施設の整備・
管理をしています。

平成２９年度予算は２４億８，８００万円
浄化センターともべ

前年度比２億６，５００万円減
○歳出内訳（千円）

　今年度は，長寿命化事業及び下水道整
備事業の工事費が減となっています。長
寿命化事業は，前年度に引き続き下市毛
ポンプ場・浄化センターともべの機械設
備・電気設備の改修を行います。
　また，平成30年4月からの地方公営企
業法の適用に向けた準備業務をします。

○主な事業

農業集落排水事業特別会計

　台所やトイレなどから流した生活排水をきれいにす
る農業集落排水事業を運営するための会計です。
　公共下水道と同じく，使用料などを財源に施設の運
営管理や下水道の整備などを行います。
　農村地帯の数集落を１単位として，下水道施設の整
備・管理をしています。

平成２９年度予算は７億５，３００万円
前年度比９，９００万円増

 

 

長寿命化計画に基づき，今年度は下市

毛ポンプ場，浄化センターともべの改

修を行います。また，管路を含めた下水

施設全体のマネジメント計画の策定に

向けた調査等を行います。 

下水道施設長寿命化計画推進事業 

３０５，１１０千円  

公共下水道の使用者は 

約２７，８００人だよ。 

面積でいうと， 

１，３７０ha以上の区域

で使用されてるんだ。 
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＊お問い合わせ・申込受付は　都市計画課　0296-77-1101（内線586・587）

建築条件 なし

岩間駅東土地区画整理事業
特別会計

　岩間駅東地区の宅地利用増進を図る，区画
整理事業を運営するための会計です。
　今年度は，１区画の保留地の販売を進めま
す。

平成２９年度予算は４，５３２万円
前年度と同額

○販売区画の概要
今回販売しているのは，商業施設や住宅に適した土
地となっています。

用途地域
近隣商業地域

（建ぺい率：80％、容積率：200％)

地 目 宅地

　区画整理のための整備事業は終了しており，今年度は，整備した保留地の販売と，過年
度に借り入れた資金の償還が主な事業となっています。

別途費用 水道加入金、下水道受益者負担金

販売方法 先着順にて随時受付

画地
番号

地番 地積 単価 販売価格

① 下郷7004-1 1,339.17㎡ 30,467円/㎡ 4,080万円

 

好評販売中です！ 



＊ 祝日，年末年始は休診となります。

＊ 日曜日は初期救急診療のみとなります。

○主な事業

市立病院事業会計

　笠間市における保健施設の中核として公衆衛生の
向上及び増進に寄与し，地域医療を確保するために
設置された市立病院を運営するための会計です。
　外来診療収益等によって医療サービス費用をまか
なう『収益的収支』と出資金などによって建設費用
をまかなう『資本的収支』とに分けて会計処理をし
ています。

平成２９年度予算は約２１億４，５４０万円
前年度比６億８，１９０万円増

　今年度は，平成３０年４月開設予定の「地域
医療センターかさま」建設改良費計上により，
全体額が増となっています。
　また，前年度に引き続き『かさま地域医療教
育ステーション』として，筑波大学付属病院か
ら指導医を２名を受け入れます。

○平成２９年度業務予定量
病床数 30 床

年間患者数
入院

一日平均患者数
入院 24 人

外来 115 人

8,760 人

外来 28,175 人

＊お問い合わせ
　笠間市立病院　0296-77-0034

○外来診療のご案内

午　前  8：30 ～ 11：00
総合診療科 月曜日～金曜日

午　後 13：00 ～ 16：00

皮膚科
　 火曜日：午前・午後
　 木曜日：午前中のみ夜　間

（初期救急）
19：00 ～ 21：00

診 療 時 間 診 療 科 目

地域医療センターかさま完成予想図 

 

 

平成３０年４月オープンを目指し，建物

の建設工事を行います。 
○事業期間…平成２８年度～平成２９年度 

○建設費…１，９０３，２８９千円 

地域医療センターかさま整備事業 

１，１６１，２２８千円 

 

 

在宅医療を軸とした生活を支える医療を

実現するため，筑波大学付属病院から指

導医・後期研修医及び医学生を受け入れ，

地域医療に従事する医師を養成します。 

かさま地域医療教育ステーション事業 

１８，０１０千円 

新病院には， 

①保健センター機能 

②地域包括支援センター機能 

③病児保育機能 

などの機能を併設予定だよ♪ 



○平成２９年度業務予定量

平成２９年度支出予算は約２４億１，６６１万円
前年度比約６，５６１万円減

水道事業会計

年間総給水量

給水件数

施設改良費

　安心安全な水道水を家庭に供給する水道事業を運営す
るための会計です。
　水道料金によって水の供給にかかる費用をまかなう
『収益的収支』と出資金などによって建設費用をまかな
う『資本的収支』とに分けて会計処理をしています。

　今年度は飯田配水池の施設改良費の
減により，減額となります。
　また，今年度も引き続き，石綿管の
更新工事を推進します。

○平成２９年度業務予定量

17,976

事務費

25,227

　岩間工業団地へ工業用水を供給する工業用水道事業を
運営するための会計です。
　上水道と同じように，『収益的収支』と『資本的収
支』とに分けて会計処理をしています。

○主な事業

件

工業用水道事業会計

227,046

○歳出内訳（千円）

8,932

件

建設改良事業

一日平均給水量

千円

千円

6,561,283

一日平均給水量 307

4

平成２９年度支出予算は約２，９１３万円
前年度比約１４万円増

給水件数

年間総給水量 112,121

　今年度も前年同様，建設費用等の資本的支出が
ありません。修繕費が増額となったこと等によ
り，増額となります。

 

 

老朽管を耐震性に優れた水道管へ布設替

えをする工事や，配水施設の増設工事な

どを実施します。 

水道施設等整備事業 

１９１，４８４千円  

年間給水量は，

約６６０万 。

東京ドーム 

約５.３個分も

あるんだよ。 
 

1,027,943 

 
 

532,521 

 
386,824 

 
227,046 

 
 

216,968 

 
25,311 



農業集落排水事業
市債償還基金

26 26 0 0

公共下水道事業基金 206 0 0 206

財政調整基金

減債基金

特定目的基金

土地開発基金

合　　計 16,951 2,335 260 14,876

年度間の財源の不均衡を調整するために積み立てる基金

地方債の償還を年度を越えて計画的に行うために設けられた基金

各種事業などの特定の目的のために設置された基金（目的ごとに
別々に設置）

事業の円滑な執行を図るため，公共の用に供する土地などを取得す
るために設けられた基金

0 1

介護給付費準備基金 477 0 87 564

国民健康保険
財政調整基金

1 0

特別会計 710 26 87 771

土地開発基金 1,482 0 0 1,482

特定目的基金 5,322 1,305 170 4,187

財政調整基金 7,478

減債基金 1,959 184 1 1,776

820 2 6,660

会計区分
平成28年度末
現在高見込額

平成29年度 平成29年度末
現在高見込額繰入予定額 積立予定額

一般会計 16,241 2,309 173 14,105

Ⅴ．基金の状況

平成２９年度末現在高は約１４８億7，6００万円
対前年度比約20億7，5００万円減

○基金状況一覧
（単位：百万円）

　基金とは家計で例えると貯金のようなものです。定めた目的のために，取り崩して（繰り入れ
て）使用することができます。
　今年度は，一般会計の基金繰入金が約５億４，５００万円の増となっています。財政調整基金
繰入金が１億３，０００万円の減，地域福祉基金の繰入金が約１，７００万円の減となっている
一方で，企業立地促進基金の繰入金が約５億４００万円の増，まちづくり振興基金の繰入金が約
３，３００万円の増，市債の償還に活用する減債基金が約１億４，２００万円の増となっている
ことが主な要因となっています。
　また，積立額は約１，６００万円の増となっています。介護給付費準備基金の積立金が約３，
０００万円の増となっていることが主な要因となっています。



公式サイト http://www.citydo.com/furusato/official/ibaraki/kasama/

甘熟栗 かさまの「う米」

○ふるさとづくり寄附金
　ふるさとづくり寄附金は，インターネットの公式サ
イトや，市民活動課窓口で受け付けています。特典と
して送らせて頂く笠間の特産品は，寄附者の方が選べ
るようになっています。
「応援」いただいた方の思いと寄附金を，各事業に大
切に活用させていただきます。
　皆さまの温かい「応援」をお待ちしています。

生涯学習課

文化財活用事業 318 生涯学習課

茨城国際音楽アカデミーinかさま事業 3,179芸術・文化支援事業

生涯学習課高齢者芸術鑑賞事業 1,200

予防接種事業
（小児インフルエンザ分）

8,460 健康増進課

健康増進課子育て世代包括支援センター事業 1,955

子ども支援事業

地域子育て支援拠点事業 570 子ども福祉課

まちづくり支援事業

商店街活性化事業 766 商工観光課

地域ポイント制度事業 2,360 市民活動課

　笠間市は，歴史と文化の薫る豊かな地域資源や広域交通の
優位性を生かした独自のまちづくりを推進するために，「元
気かさま応援基金」を設置しています。
　この基金は，笠間市を応援してくださる方々からの「ふる
さとづくり寄附金」を積み立てて，寄附の目的に沿った事業
の財源として活用しています。
　平成２８年度にいただいた寄附金は，平成２９年度の下記
の事業に活用させていただく予定となっています。

（単位：千円）

国際交流事業 632 市民活動課

市民活動助成事業 1,700 市民活動課

○元気かさま応援基金活用事業一覧

事業の区分 事業名 活用金額 担当課

協働のまちづくり推進事業 70 市民活動課

地域集会所建設（増改築）事業 1,067 市民活動課

元気かさま 

応援基金 

文化財活用事業 予防接種事業 
茨城国際音楽アカデミー 

inかさま事業 
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Ⅵ．市債の状況

平成２９年度の借入額は約５０億９，６００万円
年度末現在の残高は約５５５億７，１００万円の見込

借入予定額 元金償還予定額

平成29年度 平成29年度末
現在高見込額

（単位：百万円）
○市債状況一覧

3,988

一般会計

12,212

32,062

2,007

0 818

3,447 2,945

6 1,129

公共下水道事業
特別会計

42

176 197

15,983

3,979

0 14

55,571

661

772 1,131

病院事業会計

56

474

3,017

4,000

平成28年度末
現在高見込額

31,560

4,806

11,333

15,421 15,862

15,624

農業集落排水事業
特別会計

岩間駅東土地区画
整理事業特別会計

5,096 4,615

40 322

普通建設事業債等

合併特例債

会計・市債区分

1,128

水道事業会計

臨時財政特例債等

　『市債』とは，市が金融機関等から借り入れるお金のことです。事業を実施する資金と

して借り入れ，後年度に返済（償還）していきます。

　今年度は，借入予定額が前年度当初に比べて約５億１，６００万円減っています。一般

会計において，いなだこども園建設事業終了による認定こども園整備事業債が６億１５０

万円の減（皆減）や，笠間中学校武道場建設事業債の２億４，４６０万円（皆減）の減が

主な理由となっています。

　また，一般会計における借入額を市債の区分別にみると，合併特例債が２０億６８０万

円，普通交付税の代替措置である臨時財政対策債が１４億４，０００万円となっていま

す。

合　　計

2,735

55,090

合 併 特 例 債

臨 時 財 政 対 策 債

合併した市町村が実施する，建設計画に基づいたまちづく
り事業のために借り入れるもの

普通交付税の代替措置として借り入れるもの

1,440



【 市債の現在高推移（一般会計） 】
（単位：百万円）

　一般会計の年度末現在高は，昨年度よりも約４億８，１００万円増加となっています。増加の
主な要因は，地域医療センターかさまの建設や笠間公民館のリニューアル，市民センターいわま
の大規模改修となっております。直近５年間の推移は年々増加している状況です。特別会計や企
業会計全体の残高は減少していますが，一般会計の残高が増えているため全体として昨年度より
も増加となっています。
　高利率の借入については，積極的に繰上償還をし，毎年の借り入れについては最小限のものに
していますが，毎年借り入れている臨時財政対策債の残高が増えていることが主な要因となって
います。

○年度末現在高推移表

　今年度は約５１億円を借り入れて，事業を実施するための資

金にする予定になっているんだ。「借金をしないと事業ができ

ないなら，事業自体を見直したほうが良いのではないか？？」

と思う人がいるかもしれないけれど，実は，資金が不足するか

ら借り入れているだけじゃないんだよ。

　もし，地域医療センターかさまなどの施設をつくる時にお金

を借りなかったら，今年度の税金で全ての経費をまかわなけれ

ばならなくなるんだ。でも，たまたまその施設を整備した年だ

け住んでいた人がいたら，施設を利用しないのに自分の税金が

使われているようで，なんだか不合理な気がするよね。

　そこで，お金を借り入れて整備して，借金を毎年返済するこ

とで，将来にわたって実際の利用者の世代が経費を負担するか

たちにしているんだ。

 いな吉メモ⑥  『 どうしてお金を借りているの？？ 』 
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Ⅶ．合併特例債の使い道

　合併特例債の活用は，合併初年度を含む１０ヵ年度（笠間市では平成２７年度まで）に限ら
れていたけど，東日本大震災によって被災した特定被災地区は，期限を延長することができる
ようになったんだよ。
　笠間市も財政上有利な合併特例債を活用するため，平成３７年度まで延長したよ。

　合併特例債とは，合併した市町村が新しいまちづくりのため，新市建設計画に基づき実施す
る事業のうち，特に必要と認められる事業に対する財源として，借り入れることができる地方
債（借入金）のことをいいます。
　合併特例債は，事業費のおよそ９５％まで借り入れることができ，また，将来支払う返済金
の７０％が普通交付税によって補填されるという，非常に有利な財源となっています。
　笠間市は，平成２８年度までに，１６１億５，６９０万円の借り入れを予定しています。

 いな吉メモ⑦  合併特例債の活用 

【これまでの借入金額と主な活用事業】 

 
○１級１２号線 

（岩間支所～畜産試験場跡地）    

○上町大沢線  

○南友部平町線 

○来栖本戸線 

○笠間小原線（桂町工区） 

主な事業 

道路整備事業  ４７億７，９７０万円 

 
○岩間駅周辺整備   

○岩間駅東大通線延伸部 

○岩間地区市街地浸水対策 

○笠間稲荷門前通り 

○友部駅周辺整備（地区道路） 

 

主な事業 

 
○友部中学校校舎耐震補強    

○岩間中学校校舎建設  

○笠間学校給食センター建設 

○笠間中学校武道場整備 

○小学校校舎エアコン設置 

 
○北山公園バーベキュー場整備 

○地域交流センター整備  

○認定こども園整備 

○地域医療センターかさま整備 

○笠間公民館リニューアル 

主な事業 主な事業 

【平成29年度の借入予定金額と主な活用事業】 

都市整備事業  ２８億４，８９０万円 

学校施設等整備事業  ３４億５，２５０万円 その他  ５０億７，５８０万円 

平成２９年度借入予定金額  ２０億６８０万円 

 
○地域交流センター整備    

○市民センターいわま整備  

○地域医療センターかさま整備 

○常備消防車両更新 

○笠間公民館リニューアル 

合併特例債（建設事業）

には，借入可能上限額が

定められていて，笠間市

は約３２２億円が上限と

なっているよ。 

主な事業 






